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発
す
る
２
・
３
年
生
の
見
送
り
に
集
ま
る
保

護
者
と
１
年
生
た
ち
。
修
学
旅
行
も
当
時
は
一

大
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
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平成１８年１１月号　（２）

　

平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の

決
算
が
こ
の
ほ
ど
、
九
月
議
会
で
承
認
さ
れ
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
七
十
二
億
三
百
八

十
一
万
六
千
円
で
、
対
前
年
比
一
九
・
二
％
の
増

額
。歳
出
決
算
額
は
七
十
億
六
千
三
百
十
一
万

五
千
円
。歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
形
式
収

支
額
は
一
億
四
千
七
十
万
千
円
の
黒
字
だ
が
、

積
立
金
（
貯
金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
を
差
し
引
い

た
実
質
の
単
年
度
収
支
は
七
千
二
百
二
十
万
二

千
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。実
質
単
年
度
収
支
の
赤

字
は
四
年
連
続
。地
方
交
付
税
も
六
年
連
続
で

減
額
さ
れ
、
町
の
財
政
は
以
前
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

衛生費 
３１７，６５７ 
４．５％ 

商工費 
４２，５２１ 
０．６％ 

消防費 
１７６，１４１ 
２．５％ 

議会費 
８９，３３１ 
１．３％ 

災害復旧費 
６４，４０８ 
０．９％ 

農林水産業費 
１，２０２，６７９ 
１７．０％ 

土木費 
４９１，３２７ 
７．０％ 

教育費 
６６６，９９７ 
９．４％　 

公債費 
８４０，０３４ 
１１．９％ 

総務費 
２，２１２，８３１ 
３１．３％ 

民生費 
９５９，１８９ 
１３．６％ 

 

人件費 
１，２９１，９０７ 
１８．３％ 

義務的経費 
　　２，４０９，９５２ 
　　　　３４．１％ 

その他の経費 
１，９９７，４２９　　　 
２８．３％　　　　　 

投資的経費 
　２，６５５，７３４ 
　　　　３７．６％ 

扶助費 
２７８，０１１ 
３．９％ 

扶助費 
２７８，０１１ 
３．９％ 

普通建設事業費 
２，５９１，３２６ 
３６．７％ 

物件費 
７８７，１０１ 
１１．１％ 

繰出金 
５６１，０５６ 
７．９％ 

補助費等 
３８４，１８７ 
５．４％ 

公債費 
８４０，０３４ 
１１．９％ 

維持補修費２１，１４２ 
投資及び出資金２，８２０ 
貸付金０ 
計　２３，９６２　０．３％ 積立金 

２４１，１２３ 
３．４％ 

災害復旧事業費 
６４，４０８ 
０．９％ 

歳出決算額 
７，０６３，１１５千円 

平成１７年度歳出決算（目的別）

平成１７年度歳出決算（性質別）

¿ P N x ß x S N A –
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◇
一
般
会
計
（
歳
入
）

　

歳
入
総
額
は
七
十
二
億
三
百
八

十
一
万
六
千
円
で
、
前
年
度
よ
り

十
一
億
六
千
二
百
二
十
六
万
四
千

円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
新
庁
舎

建
設
に
伴
う
文
化
会
館
建
設
基

金
・
新
庁
舎
建
設
基
金
等
の
処
分

に
よ
る
財
産
収
入
が
あ
り
、
平
成

十
六
年
度
の
繰
越
金
等
を
合
わ
せ

る
と
自
主
財
源
は
著
し
く
増
え
た

が
、
一
方
、
歳
入
の
大
半
を
占
め

る
依
存
財
源
の
地
方
交
付
税
は
二

十
八
億
千
百
四
万
千
円
で
対
前
年

度
比
一
・
一
％
、
三
千
十
二
万
円

の
減
額
と
な
っ
た
。

◇
一
般
会
計
（
歳
出
）

　

歳
出
を
性
質
別
で
み
た
場
合
、

人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
で
区

分
さ
れ
る
義
務
的
経
費
は
、
全
体

の
三
四
・
一
％
を
占
め
て
二
十
四

億
九
百
九
十
五
万
二
千
円
、
対
前

年
度
比
一
・
九
％
、
四
千
六
百
五

十
一
万
四
千
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
る
。

　

普
通
建
設
事
業
費
、
災
害
復
旧

事
業
費
で
区
分
さ
れ
る
投
資
的
経

費
は
、
庁
舎
建
設
な
ど
に
伴
う
普

通
建
設
費
が
二
十
五
億
九
千
百
万

円
余
り
で
約
十
億
千
九
百
八
十
七

万
円
の
増
額
。

　

物
件
費
な
ど
で
区
分
さ
れ
る
そ

の
他
の
経
費
は
、
補
修
費
等
の
支

出
を
で
き
る
だ
け
抑
え
た
が
、
対

前
年
度
比
一
五
・
五
％
、
二
億
六

千
七
百
三
十
一
万
八
千
円
の
増
額

で
あ
っ
た
。

　

財
政
の
弾
力
化
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
八
九
・
五
％
と
や
や
上

昇
、
起
債
制
限
比
率
は
三
カ
年
平

均
で
一
〇
・
三
％
、
実
質
公
債
費

比
率
は
一
二
・
二
％
と
過
去
六
年

間
の
中
で
も
最
も
低
い
。（
別
表
２
）

　

公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
県
下

で
七
番
目
、
郡
内
で
は
ト
ッ
プ
と

低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。（
＝
県

地
方
課
発
表
）

◎
主
な
財
政
用
語

◆
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
経
費
（
人
件
費
、
物
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
、
補
助
費

等
な
ど
の
う
ち
臨
時
的
な
も
の
を

除
い
た
経
費
）
の
た
め
に
経
常
一

般
財
源
（
町
税
、
地
方
交
付
税
、

地
方
譲
与
税
な
ど
使
途
が
特
定
さ

れ
な
い
も
の
）
が
ど
れ
だ
け
充
当

さ
れ
た
か
を
示
す
比
率
を
パ
ー
セ

ン
ト
で
表
し
た
も
の
で
、
比
率
が

低
い
ほ
ど
財
政
構
造
は
弾
力
性
が

あ
る
。



（３）　平成１８年１１月号

借
金
返
済
額
の
比
率
を
示
す
。
従

来
の
起
債
制
限
比
率
に
は
反
映
さ

れ
な
か
っ
た
一
般
会
計
か
ら
特
別

会
計
へ
の
繰
り
出
し
金
も
含
ま
れ

る
。

◆
起
債
制
限
比
率
＝
地
方
債
（
町

債
）
の
許
可
を
制
限
す
る
指
標
。

町
債
が
多
額
に
の
ぼ
る
と
財
政
を

圧
迫
す
る
た
め
、
過
去
三
年
間
の

比
率
の
平
均
が　

％
を
超
え
る
と

２０

一
定
の
制
限
を
受
け
る
。

◆
繰
出
金
＝
特
別
会
計
の
歳
入
不

足
の
た
め
一
般
会
計
か
ら
出
し
た

お
金
（
諸
支
出
金
）。

◆
財
政
力
指
数
＝
県
や
市
町
村
の

財
政
力
を
示
す
指
数
と
し
て
用
い

ら
れ
る
。
１
に
近
く
、
あ
る
い
は

１
を
超
え
る
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が

あ
る
と
さ
れ
る
。

◆
町
債
＝
町
が
財
政
不
足
を
補
う

た
め
長
期
に
わ
た
り
借
り
入
れ
る

借
入
金
（
一
般
家
庭
で
い
え
ば
家

を
つ
く
る
た
め
の
ロ
ー
ン
な
ど
）。

◆
実
質
公
債
費
比
率
＝
総
務
省
が

本
年
度
か
ら
導
入
し
た
新
し
い
財

政
指
標
。
自
治
体
収
入
に
対
す
る

◆平成１７年度末地方債（借金）残高
　昨年度は新たに６億１７８０万円を借
り入れ、８億４０００万円余りを返済し
た。起債（借金）残高は７６億０２１７万
１千円。
◆平成１７年度末基金（貯金）残高
　昨年度は２億５２４２万円を積立て、
約１２億９４５０万円を取り崩し、基金残
高は１３億１４１２万円となった。（一般
会計決算書より）

◆一般会計
財政調整基金積立金 ６６，２４８，５０７円
減債基金積立金 １７４，０３５，１５９円
区長報酬費 ２５，４６７，６００円
庁舎設費工事費 １，２１８，９２７，５００円
庁舎建設工事管理委託料 ２０，９２６，５００円
地方公共交通特別対策事業補助金 ３７，９９３，０００円
重度心身障害者医療費助成金 １７，３６１，３６２円
身体障害者療護施設支援費 １９，４８０，８００円
知的障害者更正施設入所支援費 ９９，６２９，５００円
児童手当 ４３，０７５，０００円
廃棄物収集及び運搬業務委託料 ２４，５５２，０００円
焼却灰搬出処理委託料 １７，１３６，３３６円
合併処理浄化槽設置整備事業補助金
 １４，５１９，０００円
農業生産総合対策事業補助金 ９１，９７６，０００円
かごしま園芸タウン条件整備事業費
 ２０，６０４，０００円
園芸タウン産地条件整備補助金 １３，６９２，０００円
農産物加工販売施設工事 ５０，８４０，０００円
喜界土地改良区助成金 １２，１９０，０００円
国営かんがい排水事業負担金 １３０，４３３，２０７円
県営畑地帯総合整備（担い手育成型）事業負担金
 １７６，５５３，７２１円
団体営中山間地域総合整備事業工事費
 ５２，７００，０００円
過疎基幹農道付替工事費 １８，９００，０００円
荒木漁港環境整備事業費 ２８，２００，０００円
荒木漁港地域水産物供給基盤整備事業費
 １３５，２８５，０００円
空港臨海公園管理委託料 １７，２００，０００円
城久坂嶺線道路改良舗装工事費 １０８，５０６，５００円
喜界島港改修事業費（手久津久・志戸桶地区）
 １７４，７２０，０００円
志戸桶港設計委託料 １５，３３０，０００円
大島地区消防組合負担金 １５４，９６０，０００円
学校施設補修工事 １０，３４９，０００円
埋蔵文化財発掘調査費 １７，１３５，６９５円
学校給食賄材料費 １５，８４８，０９０円
阿伝小学校防護災害復旧工事費 １１，５５０，０００円
公園災害復旧工事費 ２２，０９０，０００円
老人保健事業特別会計繰出金 ９３，４８２，６７６円
国民健康保険事業特別会計繰出金 １１９，１７８，１５７円
直営診療施設勘定特別会計繰出金 ６１，９９２，３４３円
公共下水道事業
老人福祉施設事業特別会計繰出金 ５１，９３９，４３２円
介護保険事業特別会計繰出金 １２６，８２６，２２９円
農業集落排水事業特別会計繰出金 ２２，８８９，８４１円
公共下水道事業特別会計繰出金 ７７，３９２，２０９円

◆介護保険事業
居宅支援サービス給付費 ２０，３９７，８６４円
特定入所者介護サービス費 １７，５０４，３２０円
◆農業集落排水事業
災害復旧工事 ３７，３０７，５００円
◆公共下水道事業
汚水幹線敷設等工事 ６００，５９４，０００円

＜別表４＞一般・特別会計の主な支出 （単位：千円）＜別表１＞一般会計の収支状況（決算書より）

Ｈ１７Ｈ１６年度
区分

７，２０３，８１６６，０４１，５５２歳入総額　　　　　　　　　　　　 Ａ
７，０６３，１１５５，７６５，５０３歳出総額　　　　　　　　　　　　 Ｂ
１４０，７０１２７６，０４９形式収支額（Ａ－Ｂ）　　　　　　 Ｃ
４７，４１０２５３，５２３翌年度への繰越　　　　　　　　　 Ｄ

②　　９３，２９１①　　２２，５２６実質収支（Ｃ－Ｄ）　　　　　　　 Ｅ
７０，７６５△ ６４，１７９単年度収支②－①　　　　　　　　 Ｆ
６６，２４９５８１積立金　　　　　　　　　　　　　 Ｇ

００繰上償還金　　　　　　　　　　　 Ｈ
２０９，２１６０積立金取崩し額　　　　　　　　　 Ｉ
△ ７２，２０２△ ６３，５９８実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ）

（決算統計より）＜別表２＞各財政指数
起債制限比率公債費比率経常収支比率実質収支比率財政力指数年度
１２．４１５．９８６．７０．４０．１４１２
１２．１１５．８８８．３１．２０．１５１３
１１．３１４．０８９．４２．２０．１６１４
１０．９１４．７８８．９１．９０．１６１５
１０．１１２．４８９．００．７０．１６１６
１０．３１２．２８９．５２．８０．１６１７

１５％以上注意
１５％以上注意
２０％以上危険

７０～８０％程度
が標準的

３～５％程度
が望ましい

１に近いほ
ど良い

標準値

（単位：千円）＜別表３＞平成１７年度歳入歳出決算額
決　　算　　額

会　計　別
差引残額支出済額収入済額
１４０，７０１７，０６３，１１５７，２０３，８１６一　般　会　計
４５４９８８，５９２９８９，０４６国民健康保険（事業勘定）

特　

別　

会　

計

０２４７，０９８２４７，０９８国民健康保険（直診勘定）
２，９０７１，２８２，０８４１，２８４，９９１老 人 保 健 事 業
２８，８８３７６６，４９６７９５，３７９介 護 保 険 事 業

０４５０，５１８４５０，５１８老 人 福 祉 施 設 事 業
２１，４３０２８３，７３１３０５，１６１簡 易 水 道 事 業

０３，２０４３，２０４屠 畜 場 事 業
０１１６，１４５１１６，１４５農 業 集 落 排 水 事 業

３４，５０２７２０，４８７７５４，９８９公 共 下 水 道 事 業
２２８，８７７１１，９２１，４７０１２，１５０，３４７合　　　　　計



平成１８年１１月号　（４）

古豪湾Ａ、１５ 年ぶり復活！
町村合併５０周年記念・
第４４回町民体育祭

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
は
荒
木
、
応
援
賞
は
小
野
津

▲炬火の点火役を務めた久野祐紀
君

ら
れ
た
。

　

今
年
は
六
十
歳
代
の
五
十
㍍
走

が
残
念
な
が
ら
姿
を
消
し
た
が
、

新
た
に
職
域
対
抗
リ
レ
ー
に
女
子

の
部
を
組
み
入
れ
、
四
十
二
チ
ー

ム
が
参
加
。
各
チ
ー
ム
は
揃
い
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
繰
り
広
げ
、
記
念
大
会
に
華

を
添
え
た
。

　

炬
火
点
火
は
湾
Ｃ
校
区
の
久
野

祐
紀
く
ん
（
第
一
中
三
年
）、
選
手

宣
誓
は
湾
Ｂ
校
区
の
嘉
真
喜
乃
さ

ん
（
喜
界
高
三
年
）
が
務
め
、
共

▲

選
手
宣
誓
す
る
嘉
真
喜
乃
さ
ん

に
堂
々
と
大
役
を
果
た
し
た
。

　

序
盤
か
ら
接
戦
と
な
っ
た
大
会

は
、
午
前
の
部
五
種
目
を
終
え
た

時
点
で
前
年
度
の
覇
者
・
上
嘉
鉄

が
ト
ッ
プ
。
千
五
百
㍍
中
学
校
男

子
、
婦
人
会
の
玉
入
れ
な
ど
を
制

し
、
二
十
九
点
を
獲
得
し
た
。
こ

れ
を
追
う
の
が
二
十
八
点
の
坂

嶺
。
十
五
年
ぶ
り
の
優
勝
を
目
指

す
湾
Ａ
も
二
十
七
点
と
好
位
置
に

つ
け
た
。

　

し
か
し
、
大
会
の
華
・
百
㍍
走

に
入
る
と
様
相
が
一
変
。
同
十
三

種
目
中
六
種
目
で
一
位
を
と
っ
た

赤
連
・
池
治
が
猛
烈
な
追
い
上
げ

を
見
せ
る
が
、
湾
Ａ
が
小
学
生
か

ら
青
年
ま
で
参
加
す
る
リ
レ
ー
の

部
で
着
実
に
点
数
を
重
ね
て
振
り

切
り
、
今
大
会
初
の
ト
ッ
プ
に
躍

り
出
た
。

　

湾
Ａ
は
残
さ
れ
た
競
技
の
中

で
、
小
学
校
男
女
が
参
加
す
る

「
二
人
仲
良
く
」、
三
十
五
歳
以

上
の
男
子
が
参
加
す
る
「
放

と
う
ボ
ー
ル
」
で
一
位
を
死

守
。
子
供
も
大
人
も
持
て
る

力
を
出
し
切
っ
て
十
五
年
ぶ

り
に
悲
願
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優

勝
を
果
た
し
、
古
豪
復
活
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
荒
木
校

区
が
優
勝
。
わ
ず
か
一
年
で
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
に
返
り
咲
き
、
荒
木
小
学

校
創
立
百
二
十
周
年
記
念
の
節
目

に
華
を
添
え
た
。
同
校
区
の
最
大

の
見
せ
場
は
綱
引
き
。
今
年
荒
木

小
に
赴
任
し
た
宮
下
正
信
教
頭
の

発
案
で
、
今
ま
で
ど
の
校
区
も
採

り
入
れ
な
か
っ
た
地
下
足
袋
を
履

い
て
挑
ん
だ
。
さ
ら
に
個
々
の
力

量
を
考
慮
し
た
人
員
配
置
、
力
を

最
大
限
に
引
き
出
す
フ
ォ
ー
ム
の

採
用
、
一
糸
乱
れ
ぬ 
阿  
吽 
の
呼
吸

あ 
う
ん

で
、
堂
々
の
好
成
績
を
収
め
た
。

　

得
点
種
目
以
外
で
は
、
全
幼
稚

園
児
百
七
十
八
人
の
遊
戯
「
カ
ラ

テ
太
鼓
」
や
、
婦
人
会
の
マ
ス

ゲ
ー
ム
「
あ
な
た
と
な
ら
ば
！
」、

高
齢
者
の
敬
老
音
頭
、
中
高
校
生

の
相
撲
体
操
、
八
月
踊
り
が
あ

り
、
晴
れ
舞
台
に
向
け
て
練
習
し

た
成
果
を
披
露
し
た
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

　

大
会
運
営
に
当
た
り
、
有
志
の

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
善
意
を
ご

紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）。

▽
仮
設
ト
イ
レ
設
置

　

株
式
会
社　

八
照
建
設

　
　
　

代
表
取
締
役　

實
田
照
野

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

　

株
式
会
社
峰
山
建
設

　
　
　

代
表
取
締
役　

峰
山
恵
一

▽
駐
車
場
整
備
（
草
刈
り
）

　

は
ま
ゆ
り
学
園

　
　
　
　
　

理
事
長　

中
山　

続

　

体
育
祭
は
午
前
八
時
二
十
分
、

竹
下
淳
子
さ
ん
率
い
る
湾
小
学
校

鼓
笛
隊
の
パ
レ
ー
ド
で
幕
を
開

け
、
喜
界
高
校
・
第
一
中
学
校
・

早
町
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の

演
奏
に
続
い
て
、
早
町
校
区
を
先

頭
に
各
校
区
の
選
手
・
役
員
が

「
祝
・
町
村
合
併
五
十
周
年
記
念
」

の
横
断
幕
な
ど
を
掲
げ
入
場
。

堂
々
と
行
進
す
る
姿
に
、
各
校
区

の
テ
ン
ト
前
か
ら
熱
い
声
援
が
送

　
「
み
な
ぎ
る
力　

あ
ふ
れ
る
友
情　

競
う
こ
こ
ろ
を
ひ
と
つ
に

　

輝
け
島
人
魂　

今
こ
こ
に
！
」（
志
戸
桶
小
学
校
三
年
・
園
田
裕

二
郎
く
ん
作
）
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
町
村
合
併
五
十
周
年
記
念
・

第
四
十
四
回
町
民
体
育
祭
が
十
月
八
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
、
十
一
校
区
・
千
四
百
三
十
四
人
が
二
十
三
競
技
で
熱
戦
を

繰
り
広
げ
た
。

　

今
年
の
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
後
半
に
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
た
湾

Ａ
校
区
が
十
五
年
ぶ
り
に
悲
願
の
優
勝
を
達
成
。
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
は

荒
木
校
区
が
制
し
た
。



（５）　平成１８年１１月号

第４４回町民体育祭各種目記録 ２００６．１０．８

●めざせホールインワン
１７打湾 Ａ１位
２１打湾 Ｃ２位
２１打上 嘉 鉄３位

●１５００㍍走中学男子
４分４４秒１上嘉鉄重野　修平１位
４分４４秒３赤連・池治賀　　光哉２位
４分４６秒４湾 Ａ富　裕太郎３位

●８００㍍走中学女子
２分４７秒４湾 Ａ美代奈津実１位
２分４８秒１坂 嶺上栫美寿紀２位
２分４８秒３赤連・池治園田　樹子３位

●ナイス！ストライク
１分３２秒９坂 嶺１位
１分３７秒８荒 木２位
１分４３秒２赤連・池治３位

●玉入れ
３２個上 嘉 鉄１位
３１個小 野 津２位
２９個早 町３位

●１００㍍走小学校女子
１５秒２湾 Ａ浦口　友華１位
１５秒６上嘉鉄実田　未沙２位
１６秒２志戸桶栄　　　舞３位

●１００㍍走小学校男子
１４秒３赤連・池治三浦　大輝１位
１４秒９湾 Ａ長島　　翔２位
１５秒２上嘉鉄富田　理貴３位

●１００㍍走中学校女子
１４秒９赤連・池治松 村 清 来１位
１５秒２上嘉鉄原田穂奈美２位
１５秒４小野津白川　里穂３位

●１００㍍走中学校男子
１２秒６湾 Ｃ久野　祐紀１位
１２秒９上嘉鉄友岡　芳成２位
１３秒３赤連・池治安岡　祥平３位

●１００㍍走高校女子
※１３秒７赤連・池治園田未喜子１位
１４秒３湾 Ａ美代明日香２位
１４秒５上嘉鉄榮　智奈美３位

●１００㍍走高校男子
１１秒７上嘉鉄富田　健太１位
１１秒８赤連・池治賀　　亮太２位
１１秒９志戸桶三田美将大３位

●１００㍍走２０歳代女子
１４秒９赤連・池治上田　藍子１位
１５秒３早 町大久保順子２位
１５秒４湾 Ａ小川真理子３位

●１００㍍走２０歳代男子
１２秒３湾 Ａ横山　健太１位
１２秒４志戸桶勇　　雅之２位
１２秒５上嘉鉄濱上　高史３位

●１００㍍走３０歳代女子
１５秒７赤連・池治角　　晴美１位
１５秒８早 町上島　仁美２位
１６秒８上嘉鉄廣　由美子３位

●二人仲良く
４０秒０湾 Ａ１位
４２秒４赤連・池治２位
４２秒６湾 Ｃ３位

●放とうボール
２分２３秒９湾 Ａ１位
２分３４秒５赤連・池治２位
２分４１秒２荒 木３位

●１５００㍍走高校・一般男子
４分４４秒２上嘉鉄前島　将太１位
４分４４秒９上嘉鉄生田　恭平２位
４分４８秒９早 町柳　　竜生３位

●綱引き
荒 木１位
志 戸 桶２位
上 嘉 鉄３位
赤連・池治〃

●安全運転
１分４７秒３湾 Ａ１位
１分５４秒６上 嘉 鉄２位
１分５５秒９荒 木３位

●むかで競争
１分１２秒６湾 Ａ１位
１分１７秒６上 嘉 鉄２位
１分３３秒５赤連・池治３位

●混成リレー女子
１分３２秒９赤連・池治１位
１分３６秒０湾 Ａ２位
１分３７秒３上 嘉 鉄３位

●混成リレー男子
２分１６秒５上 嘉 鉄１位
２分１７秒９赤連・池治２位
２分１８秒０湾 Ａ３位

●男女総合順位
Ａブロックの部

１６２湾 Ａ１位
１４９赤連・池治２位
１４７上 嘉 鉄３位
１１１志 戸 桶４位
８９坂 嶺５位

Ｂブロックの部
１００荒 木１位
８８早 町２位
７７湾 Ｃ３位
７５小 野 津４位
６４滝 川５位
４４阿 伝６位

●躍進賞　今年－去年
１００－１１８９荒 木１位

該 当 な し２位
該 当 な し３位

●応援合戦
１５９小 野 津１位
１４５早 町２位
１３７上 嘉 鉄３位

●１００㍍走３０歳代男子
１２秒４志戸桶平田　文人１位
１２秒６上嘉鉄澄田　直敏２位
１２秒８早 町島袋　涼次３位

●１００㍍走４０歳代女子
１５秒４赤連・池治園田　久子１位
１７秒２早 町桜井　令子２位
１７秒５荒 木中馬　俊子３位

●１００㍍走４０歳代男子
１２秒８志戸桶向井　康治１位
１３秒２湾 Ａ岡本　道也２位
１３秒４坂 嶺上栫　久伸３位

●１００㍍走５０歳代男子
１４秒６滝 川嶺　　義久１位
１４秒７上嘉鉄祝　　義文２位
１４秒９赤連・池治園田　直樹３位

●輪投げ
１分０７秒９湾 Ａ１位
１分１２秒１赤連・池治２位
１分１６秒６荒 木３位

●４００㍍リレー小学校女子
１分０７秒３湾 Ａ１位
１分０７秒９赤連・池治２位
１分０８秒１上 嘉 鉄３位

●４００㍍リレー小学校男子
１分０４秒９赤連・池治１位
１分０７秒４志 戸 桶２位
１分０７秒５湾 Ａ３位

●４００㍍リレー中学校女子
１分０２秒９湾 Ａ１位
１分０３秒４上 嘉 鉄２位
１分０３秒５赤連・池治３位

●８００㍍リレー中学校男子
１分５０秒６湾 Ｃ１位
１分５５秒２上 嘉 鉄２位
１分５６秒０湾 Ａ３位

●４００㍍リレー高校女子
５９秒７坂 嶺１位

１分０１秒５湾 Ａ２位
１分０３秒８上 嘉 鉄３位

●８００㍍リレー高校男子
１分４４秒８湾 Ａ１位
１分４５秒２上 嘉 鉄２位
１分４６秒０志 戸 桶３位

●４００㍍リレー青年女子
１分０３秒３赤連・池治１位
１分０６秒２早 町２位
１分０７秒３志 戸 桶３位

●８００㍍リレー青年男子
１分５０秒０上 嘉 鉄１位
１分５０秒２志 戸 桶２位
１分５３秒１湾 Ａ３位

●運俵リレー
３８秒３志 戸 桶１位
４０秒６荒 木２位
４２秒５早 町３位

◆湾Ａ＝湾　　湾Ｃ＝中里・川嶺・羽里・山田　　※タイ記録



平成１８年１１月号　（６）

喜界町職員の給与等の状況
　喜界町職員の給与等について、その状況を公表します。

決算統計資料�　人件費の状況（一般会計決算）

人件費率（ＢＡ）人件費（Ｂ）歳出計（Ａ）住民基本台帳人口区　分

１８．３％１，２９１，９０７千円７，０６３，１１５千円（Ｈ１８．３．３１）８，６１０人１７年度

（注）人件費には、職員に支給される給料・手当及び地方公務員組合負担金のほか、特別職及び議員、その他非常勤特
別職に支給される給料・報酬を含みます。

決算統計資料�　職員給与の状況（一般会計決算）

一人当たりの給与費
（Ｂ／Ａ）

給　　　　　与　　　　　費
職員数
（Ａ）

区　分
計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

５，９８８千円８３８，３６３千円２２５，５６０千円５７，７５２千円５５５，０５１千円１４０人１７年度

・参考：Ｈ１７年度全職員数２０６人

給与実態調査資料�　職員の平均給料月額・平均年齢の状況（平成１８年４月１日現在）

技　能　労　務　職一　般　行　政　職
区　　分

平均年齢平均給料月額平均年齢平均給料月額

５４．３３００，５００円４４．１１３２７，８００円喜　界　町

４８．４２８６，５００円４０．４３２８，４７７円国

給与実態調査資料�　職員の初任給の状況（平成１８年４月１日現在）

国喜界町
区　　　　　分

決定初任給決定初任給

１７１，９００円１７１，９００円大学卒
一般行政職

１３８，４００円１３８，４００円高校卒

給与実態調査資料�　職員の経験年齢別・学歴別平均給料月額の状況（平成１８年４月１日現在）

２０～２５年１５～２０年１０～１５年７～１０年５～７年経験年数

３４９，９００円３２９，１００円２５３，３００円２２９，９００円１９８，０００円大学卒
一般
行政職

３０１，２００円２６５，１００円２３６，６００円１８０，５００円高校卒



（７）　平成１８年１１月号

�　職員手当の状況（平成１８年度の支給割合）

国の制度との異同
喜界町

区　　　　　分 一般職

計勤勉手当期末手当計勤勉手当期末手当

２．１１０．７１同２．１２５月分０．７２５月分１．４月分６月期

期末手当
勤勉手当

２．３１０．７１〃２．３２５月分０．７２５月分１．６月分１２月期

４．４２１．４２〃４．４５０月分１．４５０月分３．０月分計

同※職種の級による加算措置あり

国の制度との異同喜界町

退職手当
Ｈ１８／４改正

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

３０．５５月分同３２．７６月分２３．５月分勤　続　２０　年

同

４１．３４月分３３．５月分勤　続　２５　年

５９．２８月分４７．５月分勤　続　３５　年

５９．２８月分５９．２８月分最 高 限 度 額

同定年前早期退職（２～２０％加算）その他の加算措置

同なし退職時特別昇給

�　特別職の報酬等の状況（平成１８年４月１日現在）

期末手当給　　与区　　　　　分

（支給割合）
６月期　１．６月分
１２月期　１．７５月分
計　３．３５月分

※加算措置あり

６８４，９００円町　長

給　　　料
５４０，０００円助　役

５１０，３００円収入役

５１０，３００円教育長

３０４，０００円議　長

報　　　酬
２５１，０００円副議長

２３６，０００円常任委員長

２２８，０００円議　員

※四役の給料は、特例措置（△１０％）後の金額

定員管理調査資料	　部門別職員数の状況（各年４月１日現在、単位：人）

増減
平成１８年
の職員数

平成１７年
の職員数

　　　　　区分
部門　　　　　

増減
平成１８年
の職員数

平成１７年
の職員数

　　　　　区分
部門　　　　　

△１１６１７学 校 関 係特
別
行
政
部
門

　０２２議　　会

一
般
行
政
部
門

　０１８１８学 校 以 外△２２９３１総　　務

△１３４３５小　　　計　０７７税　　務

△１１３１４病院（診療所）

公
営
企
業
等

　０１９１９民　　生

△１５６上　水　道△２１５１７衛　　生

△１３４国　　　保　１２４２３農林水産

　３８５介　　　護　０００商　　工

△２３０３２介護（特養）　０１０１０土　　木

△２５９６１小　　　計△３１０６１０９小　　計

△６１９９２０５総　　　計・教育長を除く



平成１８年１１月号　（８）

め
ざ
せ
自
己
ベ
ス
ト
！

第　

回
喜
界
町
小
学
校
陸
上
記
録
会

４１

　

第
四
十
一
回
喜
界
町
小
学
校
陸

上
記
録
会
が
十
月
十
三
日
、
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
児
童
ら

が
自
己
ベ
ス
ト
を
目
指
し
て
、
懸

命
の
競
技
を
繰
り
広
げ
た
。

　

今
回
は
残
念
な
が
ら
新
記
録
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

児
童
は
保
護
者
ら
の
熱
い
声
援
を

受
け
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
を
見
せ

て
い
た
。

　

記
録
は
以
下
の
通
り
（
敬
称

略
）。

◇
各
種
目
記
録

　
【
百
�
走
五
年
男
子
】①
平
田
朋

大
（
湾
）　

秒
４
②
登
陽
雄
（
志

１５

戸
桶
）　

秒
７
③
英
碧
仁
（
湾
）

１５

　

秒
８
【
百
�
走
五
年
女
子
】
①

１５美
代
さ
つ
き
（
湾
）　

秒
０
②
栄

１６

舞
（
志
戸
桶
）　

秒
４
③
萩
原
真

１６

貴
子
（
湾
）　

秒
５
【
百
�
走
六

１６

年
男
子
】
①
三
浦
大
輝
（
湾
）　
１４

タ
ー
「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔

法
の
ラ
ン
プ
」
を
発
表

し
た
。

　

そ
の
後
、「
本
が
好

き
に
な
り
、
読
書
を
楽

し
み
、
そ
の
習
慣
化
を

は
か
る
に
は
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
」
を
テ
ー
マ

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ

り
、
教
師
や
読
み
聞
か

せ
の
会
代
表
な
ど
の
関

係
者
が
日
ご
ろ
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
に
つ
い
て
発
表
。

家
庭
に
読
書
の
環
境
を
つ
く
る
こ

と
で
親
子
の
き
ず
な
を
深
め
、
子

供
の
心
を
育
て
る
こ
と
や
、
図
書

室
の
本
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
様
々

な
工
夫
を
取
り
入
れ
て
本
へ
の
興

味
を
促
す
取
り
組
み
な
ど
も
紹
介

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
喜
界
島
で
少
年
時
代
を

過
ご
し
、
奄
美
を
テ
ー
マ
に
書
き

続
け
て
い
る
作
家
・
安
達
征
一
郎

さ
ん
（
宮
崎
在
住
）
が
「
奄
美

（
南
西
諸
島
）
の
感
性
と
ヤ
マ
ト

の
感
性
の
衝
突
」
の
題
で
講
演
。

「
昔
は
情
報
も
物
資
も
今
日
と
比

べ
る
と
貧
弱
だ
っ
た
が
、
島
は
実

に
活
力
に
満
ち
て
い
た
。
結
い
の

精
神
が
息
づ
く
島
。
そ
の
心
の
優

し
さ
が
自
分
を
小
説
家
に
導
い

た
」
な
ど
、
自
己
の
体
験
談
を
交

え
な
が
ら
心
の
教
育
の
重
要
性
を

訴
え
た
。

　

第
六
回
大
島
地
区
「
ふ
れ
あ
い

読
書
フ
ェ
ス
タ
」（
県
図
書
館
協
会

奄
美
支
部
主
催
）
が
十
月
二
十
一

日
、
町
中
央
公
民
館
旧
館
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
フ
ェ
ス
タ
は
日
ご
ろ
の
読
書

活
動
の
成
果
を
発
表
し
た
り
、
活

動
の
在
り
方
を
確
か
め
合
う
こ
と

で
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
で

読
書
に
親
し
む
気
風
づ
く
り
を
図

る
の
が
趣
旨
。
県
図
書
館
協
会
奄

美
支
部
の
澤
住
男
支
部
長
が
「
今

の
子
ど
も
は
『
幸
せ
、
心
の
豊
か

さ
』が
失
わ
れ
て
い
る
。
今
一
度
、

読
書
を
通
し
、
親
と
子
が
触
れ
合

う
こ
と
が
必
要
」
と
開
会
の
あ
い

さ
つ
を
述
べ
、
続
い
て
「
喜
界
子

ど
も
劇
場
」
の
皆
さ
ん
が
、
方
言

を
交
え
な
が
ら
手
作
り
大
型
絵
ば

な
し
「
り
ゅ
う
ぐ
う
の
お
よ
め
さ

ん
」
を
披
露
。
上
嘉
鉄
小
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
修
部
は
ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア

島
翔
（
湾
）
１
１
５
�
②
岩
松
祐

真
（
坂
嶺
）
１
１
５
�
③
大
塚
浩

士
（
早
町
）
１
１
０
�
【
走
り
高

跳
び
六
年
女
子
】①
上
間
裕
菜（
坂

嶺
）、
安
岡
奈
美
（
湾
）
１
１
５

�
③
盛
崎
智
葉
耶
（
湾
）
１
１
０

�
【　

㍍
Ｈ
六
年
男
子
】
①
前
底

６０

勇
輝
（
湾
）　

秒
６
②
有
馬
弘
哉

１０

（
早
町
）、
三
浦
大
輝
（
湾
）　
１０

秒
９
【　

㍍
Ｈ
六
年
女
子
】
①
浦

６０

口
友
華
（
湾
）　

秒
９
②
盛
崎
智

１０

葉
耶
（
湾
）　

秒
５
③
平
奈
々
美

１１

（
湾
）　

秒
８
【
四
百
�
リ
レ
ー

１１

五
年
男
子
】
①
湾
小
Ａ
（
平
田
朋

大
、
久
保
廉
平
、
英
碧
仁
、
初
遊

太
）
１
分
４
秒
３
②
湾
小
Ｂ
１
分

７
秒
０
③
志
戸
桶
小
１
分
７
秒
３

【
四
百
�
リ
レ
ー
五
年
女
子
】
①

湾
小
Ａ
（
美
代
さ
つ
き
、
重
村
美

明
、
萩
原
真
貴
子
、
宮
元
志
穂
美
）

１
分
６
秒
４
②
志
戸
桶
小
１
分　
１０

秒
６
③
湾
小
Ｂ
１
分　

秒
０
【
四

１２

百
�
リ
レ
ー
六
年
男
子
】
①
湾
小

Ａ
（
前
底
勇
輝
、
三
浦
大
輝
、
築

功
規
、
長
島
翔
）
１
分
０
秒
７
②

上
嘉
鉄
小
１
分
４
秒
４
③
湾
小
Ｂ

１
分
４
秒
５
【
四
百
�
リ
レ
ー
六

年
女
子
】
①
湾
小
Ａ
（
浦
口
友
華
、

平
奈
々
美
、
盛
崎
智
葉
耶
、
梶
原

麻
衣
）
１
分
４
秒
０
②
湾
小
Ｂ
１

分
４
秒
２
③
上
嘉
鉄
小
１
分
６
秒

６
【
縄
跳
び
】
①
早
町
小
白
１
１

０
回
②
早
町
小
赤　

回
③
湾
小
６

９４

年
Ｅ　

回
７６

親子のきずなは読書から
第６回大島地区「ふれあい読書フェスタ」

秒
８
②
長
島
翔
（
湾
）　

秒
０
③

１５

富
田
理
貴
（
上
嘉
鉄
）　

秒
１

１５

【
百
�
走
六
年
女
子
】
①
浦
口
友

華
（
湾
）　

秒
９
②
実
田
未
沙

１４

（
上
嘉
鉄
）　

秒
０
③
濱
川
幸
美

１５

（
上
嘉
鉄
）　

秒
９
【
走
り
幅
跳

１５

び
五
年
男
子
】
①
初
遊
太
（
湾
）

３
８
０
�
②
登
陽
雄
（
志
戸
桶
）

３
７
８
�
③
平
田
朋
大
（
湾
）
３

６
８
�【
走
り
幅
跳
び
五
年
女
子
】

①
福
盛
沙
貴
（
志
戸
桶
）
２
９
３

�
②
小
田
杏
里
（
小
野
津
）
２
８

４
�
③
芳
真
奈
美
（
湾
）
２
７
４

�
【
走
り
幅
跳
び
六
年
男
子
】
①

小
山
拓
海
（
滝
川
）
３
９
６
�
②

矢
澤
賢
斗
（
坂
嶺
）
３
８
９
�
③

有
馬
弘
哉
（
早
町
）
３
７
４
�

【
走
り
幅
跳
び
六
年
女
子
】
①
竹

下
淳
子
（
湾
）
３
５
９
�
②
北
村

祈
美
（
湾
）
３
３
２
�
③
勇
元
愛

子
（
早
町
）
３
２
４
�
【
走
り
高

跳
び
五
年
男
子
】①
富
田
優
也（
志

戸
桶
）
１
０
５
�
②
酒
井
直
人

（
湾
）、
横
山
雄
輔
（
湾
）
１
０

５
㌢
【
走
り
高
跳
び
五
年
女
子
】

①
廣
司
靖
乃
（
上
嘉
鉄
）
１
０
５

�
②
栄
舞
（
志
戸
桶
）
１
０
５
�

③
住
岡
樹
麗
（
荒
木
）
１
０
０
�

【
走
り
高
跳
び
六
年
男
子
】
①
長



（９）　平成１８年１１月号

熟年ライフを楽しもう！
昭和２１年生還暦祝賀会

　
「
朋
あ
り
遠
方
よ
り
来
る
、
亦
楽
し

か
ら
ず
や
」
―
全
国
「　

若
人
会
」
ふ

２１

る
さ
と
大
会
が
十
月
七
日
、
町
内
の
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
、
島
内
外
か
ら
百
五
十

七
人
が
集
い
、
旧
友
と
共
に
還
暦
を
盛

大
に
祝
っ
た
。

　

人
生
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
に
数

え
ら
れ
る
同
大
会
の
実
行
委
員
を
務
め

た
向
田
宝
喜
代
さ
ん
は
「
終
戦
間
も
な

い
昭
和
二
十
一
・
二
十
二
年
に
生
を
受

け
、
混
沌
と
し
た
世
相
の
中
、
に
わ
か

に
復
興
の
兆
し
が
見
え
つ
つ
も
、
厳
し

い
生
活
条
件
の
下
で
逞
し
く
幼
年
時
代

を
過
ご
し
た
。
高
度
成
長
期
や
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
等
々
、
幾
多
の
時
代
変
遷
の

中
で
困
難
や
試
練
を
乗
り
越
え
、
地
域

社
会
の
中
核
と
し
て
全
身
全
霊
を
捧
げ

た
」「
お
互
い
精
一
杯
生
き
て
き
た
人
生

に
拍
手
を
送
ろ
う
」「
第
二
の
人
生
は
こ

れ
か
ら
！　

豊
か
な
熟
年
ラ
イ
フ
を
エ

ン
ジ
ョ
イ
し
よ
う
」
と
、
人
生
節
目
の

年
に
力
強
い
言
葉
を
寄
せ
て
い
る
。

　

先
師
・
亡
友
へ
の
黙
祷
の
後
、
平
悦

夫
会
長
（
赤
連
）
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
、
続
い
て
関

東
（
岡
島
春
男
氏
）、

関
西
（
町
田
栄
次

氏
）、
九
州
地
区
（
益

田
勇
吉
氏
）
の
代
表

が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ

つ
に
立
っ
た
。
そ
の

後
、
若
柳
扇
哉
さ
ん

の
祝
舞
「
松
」
で
祝

賀
会
が
始
ま
っ
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
各

中
学
校
の
校
歌
を
斉

唱
。
地
区
ご
と
の
出

し
物
や
踊
り
、
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
参

加
者
が
近
況
を
語
り
合
い
、
思
い
出
話

に
も
花
が
咲
い
た
様
子
。
宴
が
佳
境
を

迎
え
る
と
、
八
月
踊
り
や
、
三
味
線
の

音
色
と
小
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
六

調
で
盛
り
上
が
り
、
最
後
は
早
川
玄
治

氏
の
手
締
め
で
閉
会
と
な
っ
た
。

　

四
十
五
年
ぶ
り
の
里
帰
り
と
い
う
埼

玉
県
在
住
の
伊
東
廣
仁
さ
ん
（
赤
木
名

出
身
）
は
「
四
十
五
年
ぶ
り
に
同
級
生

と
会
っ
た
が
、
昔
の
面
影
が
な
か
っ

た
。
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
次
第
に

記
憶
が
甦
っ
て
き
た
。
名
前
と
顔
が
一

致
し
た
時
、
一
人
ひ
と
り
の
思
い
出
が

記
憶
と
し
て
裏
打
さ
れ
た
。
そ
の
一
瞬

の
感
動
を
味
わ
え
た
こ
と
が
う
れ
し

い
」
と
話
し
た
。

　

翌
日
は
島
内
を
観
光
し
、
ス
ギ
ラ

ビ
ー
チ
で
お
別
れ
会
。
勇
壮
な
エ
イ

サ
ー
太
鼓
や
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど
の

余
興
を
楽
し
み
、
三
年
後
に
関
西
地
区

（
大
阪
）
で
予
定
さ
れ
て
い
る
同
大
会

で
の
再
会
を
誓
い
合
っ
た
。

　

ま
た
、
同
会
は
「
喜
界
島
に
緑
を
増

や
そ
う
」
の
趣
旨
の
下
、
新
庁
舎
の
公

園
一
角
に「
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ク
タ
ン
」

二
本
を
植
栽
。
島
外
在
住
の
同
窓
各
位

が
「
ふ
る
さ
と
喜
界
島
」
に
思
い
を
馳

せ
る
緑
と
な
り
、
併
せ
て
、
喜
界
島
と

都
会
と
を
結
ぶ
同
窓
生
の
心
の
架
け
橋

に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
。

悲惨な事故を防ごう
喜界町飲酒運転撲滅宣言大会

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
重
大
事
故
が
相
次

ぐ
中
、
町
内
の
事
業
所
が
加
盟
す
る
喜

界
町
安
全
運
転
管
理
協
議
会
な
ど
は
十

月
十
六
日
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
奄
美
群
島
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
飲
酒
運
転
撲
滅
大
会

を
開
い
た
。

　

当
日
は
町
議
会
議
員
・
役
場
職
員
・

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
続
い
た
。

　

男
女
一
組
に
な
り
、
ボ
ー
ル
を
頭
上

と
股
下
の
交
互
に
渡
す
「
メ
デ
シ
ン
リ

レ
ー
」
で
は
、
ど
っ
ち
に
手
を
出
す
の

か
迷
う
選
手
も
。
競
技
が
終
わ
っ
て

も
、
ま
だ
後
ろ
に
人
が
い
る
と
勘
違
い

し
て
ボ
ー
ル
を
構
え
る
選
手
も
い
て
、

応
援
席
か
ら
は
「
ハ
ゲ
ー
、
ジ
ャ
ー
ニ

カ
マ
イ
ト
ス
ヨ
（
も
う
、
ど
こ
に
構
え

て
い
る
の
）。
ハ
ゲ
ゲ
ゲ
ー
ニ
ャ
ー
オ

ワ
タ
ン
ダ
ォ
ー
（
も
う
お
わ
っ
て
い
ま

す
よ
」
と
声
が
上
が
っ
て
い
た
。　

　

結
果
は
次
の
通
り
。

　

①
上
嘉
鉄
②
阿
伝
③
坂
嶺
④
湾
Ａ
⑤

志
戸
桶
⑥
荒
木
⑦
早
町
⑧
小
野
津
⑨
滝

川
⑩
湾
Ｂ

シ
ル
バ
ー
パ
ワ
ー
全
開

第　

回
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会

３１

ラ
ッ
ク
四
分
の
一
ず
つ
を
受
け
持
ち
、

六
調
が
鳴
り
始
め
る
と
競
技
を
中
断
し

て
踊
る
「
お
ど
ら
に
ゃ
損
損
」
な
ど
、

参
加
者
も
観
客
も
楽
し
め
る
ユ
ニ
ー
ク

　

第
三
十
一
回
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

十
月
二
十
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ

り
、
町
内
十
校
区
か
ら
千
人
余
り
の
高

齢
者
が
集
い
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

同
大
会
は
健
康
増
進
と
老
人
福
祉
の

推
進
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
男
女
五
人

ず
つ
の
計
十
人
で
競
う
種
目
が
中
心
。

五
㍍
先
に
あ
る
ビ
ー
ル
瓶
を
倒
す
「
ボ

ウ
リ
ン
グ
」
を
は
じ
め
、
一
人
が
ト

区
長
・
飲
食
業
者
ら
約

百
人
が
参
加
。
速
水

所
長
（
喜
界
幹
部
派
出

所
）
は
「
飲
酒
運
転
撲

滅
宣
言
を
行
う
こ
と

が
、
飲
酒
運
転
を
許
さ

な
い
環
境
づ
く
り
の

方
策
と
し
て
効
果
的

で
あ
る
」
と
述
べ
、「
こ

の
機
会
に
飲
酒
運
転

撲
滅
の
啓
発
と
、
交
通

事
故
防
止
を
重
点
と

す
る
交
通
安
全
の
輪

を
広
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
の
成
果
が
喜
界
の
交
通
安
全

を
支
え
る
原
動
力
と
な
る
」
と
呼
び
掛

け
た
。

　

同
所
の
石
原
部
長
か
ら
は
「
喜
界
町

の
交
通
情
勢
」
が
説
明
さ
れ
、
引
き
続

き
重
富
代
表
（
喜
界
町
飲
酒
運
転
追
放

推
進
員
）
が
「
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
書
」

を
出
席
者
ら
と
読
み
上
げ
た
。
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一
中
男
子
が
３
年
連
続
Ｖ

奄
美
大
島
中
学
校
駅
伝
大
会

ス
展
開
の
中
、
粘
り
の
走
り
で

五
位
に
。
二
区
・
富
裕
太
郎
君

（
三
年
）
は
順
位
を
ひ
と
つ
上

げ
、
三
区
・
久
保
侑
喜
也
君
（
二

年
）
は
区
間
三
位
の
好
走
で
、

ト
ッ
プ
・
朝
日
中
学
校
と
の
差

を
詰
め
た
。

　

四
区
・
正
木
勇
太
君
は
、
一

年
生
な
が
ら
区
間
賞
を
記
録
す

る
走
り
を
見
せ
、
チ
ー
ム
を
三

位
に
引
き
上
げ
た
。
徐
々
に

ト
ッ
プ
と
の
差
が
縮
ま
る
中
、

五
区
・
植
村
一
平
君
（
二
年
）

も
区
間
賞
の
快
走
で
朝
日
Ａ
、

和
泊
を
抜
き
去
り
、
つ
い
に

ト
ッ
プ
に
立
っ
た
。

　

最
終
六
区
は
安
岡
祥
平
君

（
二
年
）
が
粘
り
の
走
り
で
、

猛
追
す
る
朝
日
を
五
秒
差
で
振

り
切
り
、
三
連
覇
の
快
挙
を
達

成
し
た
。

　

唯
一
の
三
年
生
・
富
裕
太
郎
主
将
は

「
三
連
覇
を
達
成
で
き
て
ほ
っ
と
し

た
。
先
生
・
先
輩
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
全
て
の
人
に

感
謝
し
て
い
る
。
県
体
に
向
け
て
も
う

一
度
走
り
を
見
つ
め
直
し
、
全
員
で
心

を
つ
な
ぐ
走
り
を
し
た
い
」
と
、
六
年

連
続
の
県
体
出
場
に
向
け
て
意
気
込
み

を
語
っ
て
い
た
。

　

男
子
駅
伝
部
の
西
島
常
徳
監
督
は

「
緊
迫
し
た
レ
ー
ス
展
開
の
中
、
生
徒

達
が
任
さ
れ
た
区
間
を
粘
り
強
く
走
っ

た
結
果
」
と
、
勝
利
の
決
め
手
と
な
っ

た
生
徒
の
精
神
力
の
強
さ
を
称
え
た
。

　

平
成
十
八
年
度
奄
美
大
島
中
学
校
総

体
駅
伝
競
走
大
会
が
十
月
十
三
日
、
奄

美
市
太
陽
が
丘
総
合
運
動
公
園
を
発
着

点
と
し
て
実
施
さ
れ
、
第
一
中
学
校

（
金
久
義
人
校
長
・
生
徒
数
百
九
十
三

人
）
男
子
駅
伝
部
が
三
年
連
続
の
優
勝

を
果
た
し
た
。
昨
年
優
勝
の
女
子
は
六

位
だ
っ
た
。

　

男
子
の
部
に
は
、
二
十
一
校
・
二
十

三
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
六
区
間
・
二
〇

㌔
を
力
走
、
三
位
ま
で
に
与
え
ら
れ
る

県
大
会
の
出
場
権
を
争
っ
た
。

　

各
チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
級
が
そ
ろ
う
一

区
を
任
さ
れ
た
賀
光
哉
君
（
二
年
）
は
、

新
記
録
が
出
る
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
の
レ
ー

　

草
笛
奏
者
と
し
て
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

な
ど
で
活
躍
す
る
池
治
出
身
の
美
島
行

登
志
さ
ん
（
元
教
員
）
＝
鹿
児
島
在
住

＝
が
、
七
月
十
九
日
付
け
で
日
英
対
訳

歌
集
「
こ
こ
が
故
郷
喜
界
島
」
を
初
版

し
た
。

　

故
郷
「
喜
界
島
」
を
偲
ぶ
内
容
で
作

詞
さ
れ
た
十
四
曲
、
同
期
生
の
詩
や
季

節
の
移
ろ
い
な
ど
十
六
曲
、
全
て
日
本

語
と
英
語
の
対
話
版
と
し
て
全
三
十
曲

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
併
記
さ
れ
て
い
る
英
訳
は
花

良
治
出
身
の
郡
山
直
氏
が
携
わ
り
、
郷

友
コ
ン
ビ
で
の
合
作
で
も
あ
る
。
歌
集

＝
八
百
円
・
歌
集
（
Ｃ
Ｄ
付
き
）
＝
二

千
百
円

故
郷
へ
の
思
い
を
つ
づ
る

草
笛
奏
者
・
美
島
さ
ん
が
歌
集
出
版

集落の名誉かけて熱戦
早町地区スローピッチソフトボール大会

　

第
十
九
回
早
町
地
区
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
十
月
二
十
九

日
、
志
戸
桶
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
催
さ
れ
、

同
校
区
の
各
集
落
か
ら
十
一
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

同
大
会
は
体
力
向
上
と
親
睦
が
目
的

で
、
年
代
ご
と
に
分
か
れ
、
年
に
一
度

三
地
区
を
持
ち

回
り
し
て
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

今
大
会
は
、

全
体
的
に
選
手

層
が
若
返
っ
た

感
が
あ
り
、
予

選
か
ら
白
熱
し

た
試
合
が
相
次

い
だ
。
特
に
、

現
役
で
野
球
を

続
け
る
選
手
ら

が
見
せ
る
俊
敏

な
ダ
ブ
ル
プ

レ
ー
に
、
観
客

か
ら
は
感
嘆
の

声
。
か
と
思
え

ば
、
現
役
ら
し

か
ら
ぬ
ま
さ
か

の
ト
ン
ネ
ル
も
飛
び
出
し
、
苦
笑
い
の

一
幕
も
。
往
年
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
卓
越

し
た
技
術
で
好
打
を
連
発
し
、
豪
快
な

ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
で
塁
を
奪
う
と
、
盛

ん
に
指
笛
が
響
い
た
。
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し

た
プ
レ
ー
を
見
せ
る
選
手
た
ち
の
姿
に

は
、
大
会
を
通
し
て
、
さ
ら
な
る
集
落

の
和
を
築
こ
う
と
す
る
思
い
が
う
か
が

え
た
。

　

優
勝
は
地
元
の
志
戸
桶
東
部
集
落
＝

写
真
。
向
井
康
治
監
督
は
「
東
部
・
南

部
・
佐
手
久
集
落
の
方
々
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
て
く

だ
さ
り
、
同
大
会
を
怪
我
も
な
く
盛
り

上
げ
た
」
と
集
落
民
の
協
力
に
感
謝
を

述
べ
、
勝
因
に
つ
い
て
「
練
習
に
費
や

し
た
時
間
は
五
日
間
。
短
い
練
習
期
間

だ
っ
た
が
チ
ー
ム
が
結
束
し
、
最
高
齢

者
の
渡
部
福
治
さ
ん
を
中
心
に
ね
ば
り

強
く
戦
っ
た
成
果
」
と
振
り
返
っ
た
。

　

昨
年
の
雪
辱
を
胸
に
挑
ん
だ
前
金
久

チ
ー
ム
は
、
昨
年
同
様
準
優
勝
に
。
各

集
落
の
反
省
会
は
珍
プ
レ
ー
や
好
プ

レ
ー
を
肴
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た

が
、
早
速
、
来
季
に
向
け
て
の
戦
略
を

立
て
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

【
団
体
の
部
】

優
勝　

志
戸
桶
東
部

２
位　

前
金
久

３
位　

伊
実
久
・
塩
道
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早
町
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が　
　

　
　
　

奉
仕
除
草
作
業

全生徒が漢検資格取得
 　教員・保護者も積極参加第　二
中学校

　

第
二
中
学
校
（
祝
義
文
校
長
・
生
徒

二
十
人
）
か
ら
こ
の
ほ
ど
「
漢
字
検
定

（
＝
漢
検
）で
生
徒
全
員
が
合
格
し
た
」

と
う
れ
し
い
知
ら
せ
が
届
い
た
。

　

学
校
に
よ
る
と
、
現
在
喜
界
高
校
一

年
生
の
郷
里
美
さ
ん
（
当
時
三
年
）
が

二
級
に
合
格
し
た
の
を
は
じ
め
、
在
校

生
（
二
・
三
年
生
）
の
半
分
が
準
二
級

を
取
得
。
今
で
は
全
生
徒
が
級
を
持
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
親
子
三
人

で
検
定
に
挑
ん
だ
生
島
さ
ん
一
家
（
常

範
さ
ん
・
初
女
さ
ん
・
小
梅
さ
ん
＝
同

校
一
年
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
指
し
た

級
に
見
事
合
格
し
、
家
族
賞
の
表
彰
を

受
け
た
そ
う
で
あ
る
。

　

漢
検
は
、
近
年
の
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
、
年
々
志
願
者
数
が
増
加
中
。

平
成
十
七
年
度
に
は
全
国
で
二
百
四
十

万
人
が
志
願
し
て
い
る
。
近
年
、
漢
検

合
格
の
た
め
特
訓
講
座
を
設
け
る
企
業

や
、
漢
検
合
格
者
を
入
試
で
優
遇
す
る

大
学
・
短
大
が
増
え
る
な
ど
、
漢
検
の

持
つ
重
要
性
が
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

同
中
の
朝
山
優
子
教
諭
は
「
二
年
前

ま
で
は
、
検
定
志
願
者
は
わ
ず
か
数

名
。
そ
の
後
、
保
護
者
や
先
生
方
が
積

極
的
に
挑
戦
し
た
結
果
、
今
回
の
成
果

に
結
び
つ
い
た
。
保
護
者
の
協
力
の
お

か
げ
で
、
漢
検
へ
の
機
運
が
徐
々
に
高

ま
っ
て
き
て
い
る
」
と
感
謝
を
述
べ
、

「
親
子
が
共
に
勉
強
し
、
共
通
す
る
目

的
の
中
で
新
た
に
『
き
ず
な
』
が
構
築

さ
れ
れ
ば
」
と
、
今
後
に
期
待
を
寄
せ

て
い
た
。

荒
木
Ａ
が
団
体
Ｖ
・
女
子
が
三
賞
総
な
め

喜
界
町
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

　

第
九
回
喜
界
町
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

（
町
相
撲
連
盟
主
催
）
が
十
月
二
十
二

日
、
上
嘉
鉄
地
区
セ
ン
タ
ー
前
で
あ

り
、
未
就
学
児
や
幼
稚
園
児
、
小
学
生

六
年
ま
で
の
百
六
十
四
人
が
参
加
し

た
。

　

団
体
の
部
で
は
荒
木
Ａ
が
志
戸
桶
Ａ

を
下
し
、
四
年
ぶ
り
に
優
勝
を
飾
っ

た
。
個
人
で
は
六
年
生
の
部
で
西
皓
生

君
（
志
戸
桶
Ａ
）
が
念
願
の
初
優
勝
を

果
た
し
た
。

　

ま
た
、
姉
妹
揃
っ
て
出
場
し
た
栄
舞

さ
ん
（
志
戸
桶
）
は
、
五
年
の
部
で
優

勝
を
飾
る
と
と
も
に
殊
勲
賞
も
獲
得
。

姉
で
六
年
生
の
栄
江
理
奈
さ
ん
（
同
）

は
技
能
賞
を
受
賞
し
た
。
三
年
の
部
で

男
子
力
士
を
抑
え
堂
々
の
三
位
に
入
っ

た
廣
美
奈
代
さ
ん
（
上
嘉
鉄
）
は
自
身

初
の
敢
闘
賞
に
輝
き
、
三
賞
す
べ
て
女

子
が
手
中
に
収
め
た
。

　

成
績
は
次
の
通
り
。

【
団
体
の
部
】

優
勝
＝
荒
木
Ａ
（
和
田
直
弥
・
朝
日
郁

弥
・
大
岡
翔
也
）・
２
位
＝
志
戸
桶
Ａ

（
栄
元
太
・
登
陽
雄
・
西
皓
生
）・
３
位

＝
湾
Ｂ
（
吉
沢
凛
太
郎
・
住
岡
尚
紀
・

富
友
亮
）

【
個
人
の
部
】

▼
未
就
学
児
＝
①
瀧
陽
介
（
荒
）
②
久

保
龍
助
（
荒
）
③
大
岡
将
（
荒
）
▼
一

年
生
＝
①
吉
崎
太
康
（
小
）
②
麓
謙
太

郎
（
湾
）
③
山
下
翔
（
赤
）
▼
二
年
生

＝
①
川
畑
龍
斗
（
荒
）
②
玉
利
健
太
郎

（
湾
）
③
澄
慶
宏
（
上
）
▼
三
年
生
＝

①
藤
原
龍
太
郎
（
早
）
②
麓
祐
弥
（
湾
）

③
廣
美
奈
代
（
上
）
▼
四
年
生
＝
①
中

園
竜
矢
（
湾
）
②
岩
川
武
蔵
（
赤
）
③

吉
沢
凛
太
郎
（
湾
）
▼
五
年
生
＝
①
栄

舞
（
志
）
②
武
田
工
（
早
）
③
朝
日
郁

弥
（
荒
）
▼
六
年
生
＝
①
西
皓
生
（
志
）

②
加
藤
久
史
（
赤
）
③
村
上
翼
（
湾
）

【
特
別
賞
】
殊
勲
賞
＝
栄
舞
（
志
）・
敢

闘
賞
＝
廣
美
奈
代
（
上
）・
技
能
賞
＝
栄

江
里
奈
（
志
）

農
道
で
除
草
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。

　

現
在
、
農
道
を
通
学
路
と
し
て
使
用

す
る
の
は
伊
実
久
集
落
の
児
童
六
人
。

「
生
い
茂
っ
た
草
が
車
道
に
ま
で
達

し
、
見
通
し
も
悪
く
危
険
性
も
高
い
」

と
保
護
者
か
ら
の
声
を
受
け
て
、
今
回

の
作
業
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
保
護
者
・
教
職
員
・
児
童
ら

三
十
三
人
が
参
加
。
地
元
の
建
設
業
者

か
ら
も
重
機
が
無
償
で
提
供
さ
れ
る
な

ど
、
子
供
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
協
力
し
た
。
約

二
時
間
に
わ
た
っ
て
草
を
払
い
、
散
乱

す
る
ご
み
な
ど
を
集
め
た
と
こ
ろ
、
一

帯
は
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ
い
に
な

り
、
子
供
た
ち
も
安
心
し
て
登
校
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

同
小
の
井
上
幸
子
教
頭
は
「
子
供
た

ち
を
含
め
保
護
者
ら
が
作
業
に
取
り
組

む
姿
勢
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
様
々
な
行
事
に
積
極
的
に
協
力
し
て

く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
感
謝
を

述
べ
て
い
た
。

　

早
町
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
大
塚
浩
也
会

長
）
は
十
月
十
五
日
、
平
家
森
周
辺
の

通
学
路
を
き
れ
い
に
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経
験
や
法
律
に
基
づ
く
資
格
を
生

か
し
て
開
業
す
る
方
を
対
象
と
し
た

資
金
で
す
。

▽
融
資
対
象
者

　

同
一
事
業
に
５
年
以
上
従
事
し
、

同
種
の
事
業
を
開
始
す
る　

歳
以
上

２５

の
者

　

法
律
に
基
づ
く
資
格
を
有
し
、
事

業
を
開
始
す
る
者

▽
融
資
限
度
額

　

２
０
０
０
万
円
（
必
要
額
の　

％
８０

以
内
）
た
だ
し
、
運
転
資
金
に
あ
っ

て
は
１
０
０
０
万
円

▽
融
資
期
間

　

運
転
資
金
７
年
以
内
（
据
置　

月
２４

以
内
）

　

設
備
資
金　

年
以
内
（
据
置　

月

１０

３６

以
内
）

▽
融
資
利
率

　

年
１
・
９
％
〜
２
・
７
％

▽
保
証
料
率

　

年
０
・
１
％
〜
１
・
８
％

【
問
い
合
わ
せ
先
・
関
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
】

　

各
商
工
会
議
所
・
商
工
会
ま
た
は

県
庁
経
営
金
融
課

�
０
９
９
（
２
８
６
）
２
９
４
６

　
「
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
）」
を
利
用
す
る
と
、

自
宅
や
事
務
所
に
い
な
が
ら
全
税
目

の
納
税
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
税
務
署
や
金
融
機
関
の
窓
口

ま
で
出
向
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

窓
口
が
開
い
て
い
る
時
間
し
か
納
付

で
き
な
い
な
ど
の
場
所
的
・
時
間
的

な
制
約
が
軽
減
さ
れ
、
大
変
便
利
で

す
。

　

電
子
納
税
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
等
が
金
融
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
に
当

た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
取
引
の

金
融
機
関
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
受
付
時
間
（
送
信
可

能
時
間
）

　

平
日
（
祝
日
等
を
除
き
ま
す
）
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

▽
ｅ
‐
ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e￥
tax.nta.go.jp

▽
問
い
合
わ
せ

�
０
５
７
０
（　

）
５
９
０
１

０１

大
島
税
務
署

�
（　

）
４
３
２
１

５２

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
と
は
、
個

人
事
業
主
ま
た
は
会
社
等
の
役
員
が

事
業
を
や
め
た
り
退
職
し
た
場
合
に

備
え
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建

を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
て
お
く
、
国
が
つ
く
っ
た
共

済
制
度
で
す
。
い
わ
ば
「
小
規
模
企

業
の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制

度
」
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
掛
金
は
全
額
所

得
控
除
。
受
け
取
る
共
済
金
も
退
職

所
得
扱
い
又
は
公
的
年
金
等
の
雑
所

得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
と

加
入
申
し
込
み
は
、
商
工
会
・
商
工

会
議
所
・
青
色
申
告
会
・
金
融
機
関

の
本
支
店
の
窓
口
ま
で
。
制
度
の
運

営
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基

盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
ま
す
。

（U
R
L
h
ttp
://w

w
w
.sm
rj.g
o.j

p/kyosai/index.htm
l

）

　

障
害
者
に
対
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
指

導
・
普
及
を
行
う
指
導
員
の
養
成
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
会
終
了
後
は
、
日
本
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
公
認
指
導
者
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
す
。

日
時　
　

月
７
日
�
〜　

月　

日
�

１２

１２

１０

場
所　

ハ
ー
ト
ピ
ア
か
ご
し
ま
（
鹿

児
島
市
小
野
１－

１－

１
）

定
員　
　

人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽

４０選
）

費
用　

申
請
料
５
０
０
０
円
／
登
録

料
３
５
０
０
円　

申
込
締
切　
　

月
６
日
�

１１

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
鹿
児
島
市
小
野
１－

１－

１
／
�

０
９
９－

２
２
８－

６
２
７
１
）

【
問
い
合
わ
せ
先
・
関
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
】

　

鹿
児
島
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
�
０
９
９－

２
２
８－

６
２
７
１
）

○
受
験
資
格

　

高
校
卒
業
（
見
込
み
）
ま
た
は
同

等
以
上
と
認
め
ら
れ
る
方

○
対
象
科　

看
護
学
科　

名
４０

○
募
集
期
間

　
　

月
４
日
�
〜　

月　

日
�

１２

１２

１５

○
試
験
日

　

平
成　

年
１
月　

日
�
・　

日
	

１９

３０

３１

○
試
験
会
場

　

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
鹿
児
島
市
山
下
町　

番　

号
）

１４

５０

○
そ
の
他

　

願
書
等
の
用
紙
を
郵
送
希
望
す
る

場
合
は
、
送
付
先
を
記
入
し
て
１
４

０
円
切
手
を
貼
り
付
け
た
角
型
２
号

（
２
４
・
０
㌢
×
３
３
・
２
㌢
）
封

筒
を
同
封
し
、
左
記
へ
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

　

〒
８
９
７－

０
３
０
６

　

川
辺
郡
知
覧
町
西
元
５
４
１
８　

県
立
保
健
看
護
学
校
（
�
０
９
９
３

－

　

－

０
０
７
０
）

８４

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
冬
編
上
映
星
空

案
内
は
、
冬
の
星
空
に
見
ら
れ
る
特

徴
的
な
星
や
星
座
を
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時

　
　

月
６
日
	
〜
２
月　

日
	

１２

２８

　

１
回
目　

午
前　

時
〜
午
前　

時

１１

１１

　

分
／
２
回
目　

午
後
１
時　

分
〜

３０

３０

午
後
２
時
／
３
回
目　

午
後
３
時
〜

午
後
３
時　

分
３０

▽
場
所　

宝
山
ホ
ー
ル
（
県
文
化
セ

ン
タ
ー
）
４
階
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

▽
対
象　

ど
な
た
で
も
観
覧
可
能

▽
料
金

　

小
・
中
学
生
（
個
人
１
１
０
円
／

団
体　

円
）

８０

　

高
校
生
以
上
（
個
人
２
０
０
円
／

団
体
１
７
０
円
）

※
た
だ
し
、
毎
週
土
曜
日
は
小
・
中
・

高
校
生
は
無
料

　

新
規
免
許
取
得
の
即
日
交
付
は
平

成　

年
１
月
５
日
（
金
）
か
ら
、
運

１９
転
免
許
試
験
場
だ
け
で
な
く
奄
美
警

察
署
で
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

即
日
交
付
を
受
け
ら
れ
る
方
は
鹿

児
島
県
内
に
居
住
し
、

○
小
特
免
許

○
原
付
免
許
は
、
実
技
講
習
を
終
了

さ
れ
た
方

○
そ
の
他
（
二
種
を
含
む
）
の
免
許

は
、
指
定
校
を
卒
業
さ
れ
た
方

○
出
張
試
験
に
お
け
る
学
科
・
技
能

試
験
の
合
格
者
で
す
。

　

詳
し
く
は
奄
美
警
察
署
交
通
課

（
�　

－

０
１
１
０
／
内
４
２
１
）

５３

ま
で
。

お
知
ら
せ

独
立
開
業
を
お
考
え
の
み
な
さ

ま
に
〜
創
業
支
援
資
金
（
独
立
開

業
型
）
〜

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

国
税
の
納
税（
電
子
納
税
）
が
で

き
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内

県
立
保
健
看
護
学
校
学
生
募
集

県
立
博
物
館　

月
の
イ
ベ
ン
ト

１２

新
規
運
転
免
許
証
の
即
日
交
付
が

奄
美
警
察
署
で
も
始
ま
り
ま
す
。

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
養
成
講

習
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
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目
指
せ
笑
顔
輝
く

元
気
な
喜
界
っ
子

３
歳
児
健
診
（
平
成　

年　

月

１８

１０

　

日
）
で
む
し
歯
の
な
か
っ
た

１１お
友
達
で
す
。

＝
第
４
回
目
＝

幸
得　

拓
也
く
ん

下
島　
　

心
く
ん

伊
地
知
奈
々
ち
ゃ
ん

揃
江　

翔
太
く
ん

折
田　

裕
紀
く
ん

西
田　

祐
毅
く
ん

濱
井
南
咲
希
ち
ゃ
ん

福
山
こ
こ
ろ
ち
ゃ
ん

萩
元　
　

蓮
く
ん

国民年金保険料控除証明書について
○　国民年金保険料は、全額が社会保険料控除（非課税）の対象です。
○　年末調整や確定申告で国民年金保険料を申告する場合は、
　　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」の添付等が必要です。
　　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、１１月上旬に社会保険庁から送付されますので、申告の
際まで大切に保管してください。

Ｑ１　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載されている月分以外の保険料を１２月３１日までの間
に納付した場合は、今年分として申告できますか？

Ａ１　今年分として申告できます。「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に記載されている保険料額
に、後から納付した保険料額を合算して申告してください。なお、後から納付した保険料分の「領収証
書」も添付等する必要があります。

Ｑ２　家族の保険料を納付しましたが、控除の対象となりますか。
Ａ２　世帯主または配偶者としてご家族の国民年金保険料を納付した場合は、納付した方がその保険料を申
告することができます。

　　　　　　　　　　社会保険庁の問い合わせ窓口は
　　　　　　　　　　控除証明書専用ダイヤル（�０５７０－００－９９１１）です。
　　　　　　　　　　（平成１８年１１月１日～平成１９年３月１６日、平日９：００～１７：００）
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る

と
あ
っ
て
、
女
子
五
人

を
含
む
五
十
二
人
が
会

場
に
詰
め
か
け
ま
し

た
。

　

内
容
は
「
相
撲
の
歴

史
に
つ
い
て
」
の
ミ
ニ

講
話
や
相
撲
ク
イ
ズ
、

実
技
（
基
本
動
作
・
応

用
等
）
で
、
子
供
た
ち

は
元
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
を
含
む
講
師
五
人
の

指
導
を
熱
心
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

町
相
撲
連
盟
の
外
内
千
里
会
長

は
「
こ
れ
を
期
に
、
月
に
一
度
は

町
相
撲
連
盟
独
自
の
教
室
を
開
き

た
い
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

　
「
生
き
が
い
・
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
自
治
公
民
館
活
動
は
ど
う
あ

れ
ば
よ
い
か
」の
テ
ー
マ
の
下
、　

十
月
二
十
日
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
標
記
研
究
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
島
内
外
か
ら
三
十
一
人

が
参
加
。
生
涯
学
習
を
推
進
す
る

喜
界
町
生
涯
学
習
推
進
大
会

第
５
分
科
会
実
践
事
項

　

今
月
は
第
五
分
科
会
で
決
定

し
た
実
践
事
項
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。

　

沿
道
を
歩
く
と
、
投
げ
捨
て

ら
れ
た
空
き
缶
が
ま
だ
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

我
が
島
は
我
が
家
で
す
。一
人

一
人
の
心
が
け
が
美
し
い
ふ
る
さ

と
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

人
権
週
間
（　

月
４
〜　

日
）

１２

１０

に
向
け
て

　
「
世
界
人
権
宣
言
」が
昭
和
二
十

三
年
十
二
月
十
日
の
国
連
総
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
十

二
月
四
日
〜
十
日
ま
で
の
一
週
間

を「
人
権
週
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
々
が
幸
せ
に
生
き
る

た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
人
権
問

題
に
つ
い
て
正
し
い
認
識
を
持
ち
、

理
解
を
深
め
、
お
互
い
の
個
性
を
尊

重
し
、
相
手
を
思
い
や
る
心
を
持
っ

て
心
豊
か
な
人
間
関
係
を
築
い
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

住
み
よ
い
喜
界
島
に
す
る
た
め
、

一
人
一
人
の
人
権
意
識
を
高
め
ま

し
ょ
う
。

〈
重
点
目
標
〉

「
育
て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人

権
意
識
―
思
い
や
り
の
あ
る
心
・
か

け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に
―
」

〈
強
調
事
項
〉

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

・
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

・
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

・
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
を
止
め
よ
う

・
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

中
核
的
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の

役
割
や
活
動
の
活
性
化
に
つ
い

て
、
意
見
を
交
わ
し
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。

基本動作（すり足）の指導を受ける小学生

　

十
月
十
四
・
十
五
の
両
日
、
町

相
撲
場
で
小
・
中
学
生
を
対
象
に

巡
回
相
撲
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
教
室
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
と
相
撲
の
普
及
、
競
技
力
向
上

を
目
的
に
、
県
相
撲
連
盟
大
島
支

部
が
初
の
試
み
と
し
て
実
施
。
参

加
者
（
小
学
生
）
全
員
に
ま
わ
し

相撲を子供に広めよう
平成１８年度巡回教室開催

実践して　　
　いますか？
〈第５分科会〉
美しいふるさと
環境部会

　環境問題は一人
一人に意識から、
空き缶のポイ捨て
を止めます。

活発な意見が交わされた研究会

築地俊造さんと本町出身の川畑さおりさんの共演築地俊造さんと本町出身の川畑さおりさんの共演

力強く四股を踏む参加者

　

財
団
法
人
鹿
児
島
県
教

職
員
互
助
組
合
と
喜
界
町

教
育
委
員
会
は
十
月
二
十

一
日
、
教
職
員
の
福
利
厚

生
の
一
環
と
し
て
喜
界
町

総
合
体
育
館
で
「
奄
美
・

沖
縄
島
唄
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
奄
美
・
沖
縄

を
代
表
す
る
唄
者

を
一
目
見
よ
う

と
、
学
校
関
係
者

の
み
な
ら
ず
一
般
の
方
を
含
め
、

約
三
百
人
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ど
の
方
の
唄

も
心
に
し
み
る
お
声
で
感
動
い
た

し
ま
し
た
。
沖
縄
の
方
々
の
唄
も

独
特
の
節
回
し
で
、
聞
き
惚
れ
ま

し
た
。
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

心
に
し
み
る
美
声
に
感
激

奄美・沖縄島唄　　
　フェスティバル 平

成　

年
度
大
島
地
区

１８

自
治
公
民
館
経
営
研
究
会



（１５）　平成１８年１１月号

蝉
の
声
十
月
な
か
ば
末
ま
で
も
鳴

き
と
お
し
い
る
喜
界
島
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

歳
月
は
人
を
待
た
ず
に
流
れ
ゆ
き

吾
が
八
十
路
へ
の
過
ぎ
来
し
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

蓮
香

　

氏　

名　

保
護
者　

住　

所

生
野　
 
満
仁 　

満
成　
　

荒　

木

み
ち
ひ
と

西
尾　
 
亜
漣 　

勝
治　
　

上
嘉
鉄

あ
れ
ん

大
喜　
 
潤
奈 　

一
之　
　

志
戸
桶

じ
ゅ
ん
な

在
り
し
日
は
吾
が
手
料
理
を
好
み

を
り
兄
逝
き
て
よ
り
思
い
を
紡
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
倉　

祝
子

冬
近
き
ア
ル
プ
ス
の
嶺
遠
く
見
て

ポ
プ
ラ
は 
黄
金 
に 
装 
い
て
立
つ

こ
が
ね 

よ
そ
お

　
　
　
　
　
　
　
　

北
島　

シ
ナ

虫
の
音
に
誘
わ
れ
庭
に
降
り
立
て

ば
立
待
月
の
今
し
上
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

寄
せ
ら
れ
し
海
辺
の
塵
や
芥
さ
え

島
と
は
知
ら
ず
た
ど
り
着
き
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
ヨ
シ
子

野
間
き
ら
ら　

貴
也　
　

赤　

連

喜
禎
あ
さ
ひ　

浩
之　
　
　

湾

永
井　
　
 
葵 　

昌
徳　
　

赤　

連

あ
お
い

阿
部　
 
悠
永 　

直
宏　
　

中　

里

は
る
と

　

岩
崎　

将
士　
　
　
　
　

湾

　

勝　

千
奈
津　
　
　
　

赤　

連

　

西
留　

栄
俊　
　
　
　

塩　

道

　

假
屋　
　

愛　
　
　
　

日
置
市

上
嘉
鉄　
　

三
明　

敬
典　
　

才
６５

■
香
典
返
し

先　

山　
　

上
地
佐
和
子

社
協
だ
よ
り

（（

お
も
む
ろ
に
秋
の
風
吹
く
京
都
駅

茶
会
の
友
を
た
だ
に
待
ち
わ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

平
尾　

チ
ヨ

つ
つ
ま
し
く
生
き
よ
と
言
わ
れ
八

十
路
ま
で
自
由
と
う
世
に
生
き
て

と
ま
ど
う　
　
　
　

屋
良
ミ
ノ
子

待
つ
は
た
の
し
待
た
る
る
は
重
し

締
切
の
迫
り
て
歌
稿
未
だ
成
ら
ざ

る　
　
　
　
　
　
　

美
代　

イ
シ

弓
月
の 
昏 
く
か
つ
光
る
魂
は
消
え

く
ら

て
あ
と
な
き
姉
と
疑
わ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

郡　
　

市
子

吾
が
島
の 
美 
ら 
女 
わ
ら
べ
は
焼
火

し
ゅ 

め

箸
そ
の
顔
に
当
て
代
官
を
避
く

　
　
　
　
　
　
　
　

弥
島　

幸
子

 小  城 　 翔  聖 くん（３歳）
こ じょう しょう せい

父＝孝洋　母＝朱美　〈中里〉

　

喜
界
島
に
引
っ
越
し
し
て
き
て
た
四
月
に
比
べ

る
と
、
随
分
と
、
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
き

ま
し
た
ね
。
お
手
伝
い
も
進
ん
で
し
て
く
れ
る
の

で
頼
も
し
い
で
す
。

　

お
友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
て
毎
日
楽
し
く
過
ご

し
て
い
る
翔
聖
く
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
心
の
優
し

い
翔
聖
く
ん
で
い
て
く
だ
さ
い
ね
。（
父
・
母
）

（平成１８年１０月３１日現在）

世帯数………………３，７７５戸（＋５）

人　口………………８，５０８人（＋５）

　男　………………４，００９人（＋９）

　女　………………４，４９９人（－４）

―――（　）は前月比―――

城　

久　
　

井
上　

重
照

赤　

連　
　

吉
山　

大
樹

上
嘉
鉄　
　

豊
島　

秀
則

　

湾　
　
　

實
田　

照
野

　

月
届
出

１０

共同募金運動にご協力を
（１０月１日～１２月３１日）

　「赤い羽根」をシンボルとする「共同募金運

動」は、地域福祉の推進を図るため社会福祉法

人、ＮＰＯ法人やボランティア団体などが社

会福祉を目的として行う事業等に必要な資金

を集める募金です。

　共同募金運動は、毎年１０月１日～１２月３１日

の間、北海道から沖縄まで全国一斉に行われ

ます（１２月中は歳末たすけあい募金も併せて行

います）。みなさんの温かい「たすけあい」の

こころが、この募金を支えています。

１２月は地球温暖化防止月間
　地球温暖化をもたらす二酸化炭素（ＣＯ２）

は、家庭や事業所などでエネルギーを消費す

ることによって生じています。特にこの時期

は、暖房機器の使用や自動車の交通量の増加

など、ＣＯ２の排出も多くなります。

　毎年１２月は「地球温暖化防止月間」。期間中

は、全国で地球温暖化防止に関する普及啓発

および各種行事が集中的に実施されます。エ

ネルギーのムダづかいをなくして、地球温暖

化を防止しましょう。
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栄
光
へ
チ
ー
ム
一
丸
！

町
民
体
育
祭

名
場
面
集

▲児童の力強い応援▲児童の力強い応援

▲乙女たちの踊りは運動会の華

▲もうすぐスタート　息はピッタリ？

▲乙女もレディーも全力疾走！

▲

父
ち
ゃ
ん
も
大
ハ
ッ
ス
ル
！

▲

勝
利
の
ポ
ー
ズ
が
決
ま
っ
た
！

足並みそろえて１、２、１、２

▲

▲

「そらぁ、いけ

え！」応援にも

力が入る

発
行
／
喜
界
町
役
場　

〒
８
９
１－

６
２
９
２　

電
話
０
９
９
７－

　

－

１
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
７－

　

－
４
３
１
６　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/

６５

６５

▲チームの名誉を賭けダッシュ！


